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T-3　気仙沼市唐桑町御崎神社 2012年 2月 16日（木）

報告 者 名 植田今日子
相澤　卓郎

被調査者生年　　生年未確認（男）

被調査者属性　　御崎神社禰宜
調 査 者 名 植田今日子
補助調査者 相澤　卓郎

早馬神社と同様にハママツリ、ハマバライを執り行なってきた、外洋に面した浜を担当してい
るため、とくにハママツリを執り行なう浜の順序については決まりはない。予祝儀礼であるハマ
マツリは 2月から 3月にかけて執り行なわれるが、平成 23年 3月 11日以前にはすべての浜で
ハママツリが終了していた。今年も例年通り執り行なう予定であるという。
通称サキマツリ（崎祭）と称される夏期例大祭については、平成 23年 6月 15日の時点で執

り行なうことが不可能であったため見送られた。地盤沈下やがれきの撤去が不十分であったため
に船をだすのが難しかったためだという。通常は船の上に松圃の虎舞や打ち囃し太鼓を載せて大
変にぎわうのだという。

本吉太々法印神楽について

御崎神社の禰宜をふくむ神社の神主のみで舞われる本吉太々神楽が伝えられている。唐桑で現
在、神楽を行う神社は賀茂神社、八雲神社、御崎神社、八幡神社の四社である。賀茂神社では
11月 2日の夜、御崎神社では 1月 19（or 15?）日夜、八雲神社では旧暦 6月 15日宵宮、松
岩の八幡神社では 10月（20日 ?）にそれぞれの神社で舞われている。特別老人ホームの内部
にある産土神社にも奉納している（6、7月中で神社側の都合のつく日程）。合計年 5回、本吉太々
法印神楽は舞われている。運営は神社庁気仙沼支部の神楽部「修正会」で、神楽をやっているメ
ンバーは再若手で 30代、一番上は 60代の方だという。70代の長老格が一度に抜け、今後の
継承に若干の不安があるという。
神楽の衣装、道具類は、通常上記の各神社を巡りながら保管されているのだというが、震災時

はもっとも被害の大きかった小原木に位置する賀茂神社にあったという。神楽の道具類は海水に
ひたってしまったというが、流失は免れた。“お山がけ”で知られる近隣の羽田神社に運ばれ、
山の沢の水で潮に浸った道具類、衣装類は洗われ無事であったという。今年も例年通り本吉太々
法印神楽は舞われる予定であるという。


